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羽
幌
町
で
は
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
政
や
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
模
範
と
な
る
行
為
を
行
っ
た
個
人
や
団

体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
表
彰
式
は　

月　

日
は
ぼ
ろ
温
泉
サ
ン
セ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
す
。

11

26

�
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��
��
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�
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昭
和　

年
１
月
天
売
消
防
団
に
入
団
、
以
来
勤
続

45

　

年
有
余
、
島
民
の
生
命
と
財
産
の
保
全
、
地
域
防

36災
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
厚
誠
実
な
人
柄
と
豊
富
な
知
識
と
経
験
の
も

と
、
団
員
の
信
頼
を
集
め
、
平
成
７
年
に
分
団
長
、

更
に
平
成　

年
か
ら
は
副
団
長
と
し
て
機
械
器
具

16

の
点
検
整
備
や
団
員
の
教
育
訓
練
に
よ
り
部
下
団

員
の
指
導
に
当
た
る
と
と
も
に
、
各
種
災
害
に
出

動
し
災
害
状
況
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
部
下
団
員

へ
の
的
確
な
指
揮
命
令
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
な
ど
、
地
域
防
災
に
努
め
ら
れ
た
功

績
は
誠
に
多
大
で
あ
り
ま
す
。

�
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��
�
�

�
�
�
�

　

昭
和　

年
５
月
羽
幌
町
消
防
本
部
に
消
防
士
と

40

し
て
採
用
さ
れ
て
以
来　

年　

ヶ
月
に
亘
り
、
地

39

10

域
住
民
の
生
命
、
財
産
の
保
全
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

温
厚
誠
実
に
し
て
常
に
旺
盛
な
る
責
任
感
を
以

て
研
鑽
修
養
を
重
ね
、
卓
越
し
た
識
見
に
よ
り
平

成　

年
４
月
に
は
消
防
長
に
就
任
さ
れ
、
消
防
体

14
制
の
充
実
強
化
と
救
急
業
務
の
高
度
化
推
進
や
火

災
予
防
の
徹
底
な
ど
に
全
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
職
団
員
の
育
成
指
導
に
努
め
教
育

訓
練
の
充
実
強
化
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は
誠
に
多

大
で
あ
り
ま
す
。 �

��
���
��
�
�

�
�
�
�

　

平
成
元
年　

月
か
ら
民
生
委
員
児
童
委
員
の
委

12

嘱
を
受
け
て
か
ら
現
在
ま
で
、
民
生
委
員
の
な
り

手
不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
中
、
要
保
護
者
の
保

護
指
導
な
ど
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に

応
じ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
よ
り
民
生
委
員
協
議
会

16

12

副
会
長
、
平
成　

年　

月
よ
り
民
生
委
員
協
議
会

25

12

会
長
を
歴
任
し
、
民
生
委
員
協
議
会
の
中
心
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。 �

�
�
���
��
�
�

�
�
��
��
��
�

�
�
�

�
�
��
���
��
�
�
　

　
　

平
成　

年　

月　

日
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金

25

12

10

　

と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
羽
幌
町
の
振
興
・
発

　

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�

�
�
��
���
��
�
�
　

　
　

平
成　

年
2
月　

日
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金

26

18

　

と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
羽
幌
町
の
振
興
・
発

　

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�

�
�
��
���
��
�
�
　

　
　

平
成　

年
7
月　

日
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
多

26

14

　

額
の
寄
付
を
さ
れ
、
羽
幌
町
の
振
興
・
発
展
に
貢
献

　

さ
れ
ま
し
た
。
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�　

��

　
　

平
成　

年
９
月　

日
、
社
会
福
祉
充
実
の
た
め
多

25

13

　

額
の
寄
付
を
さ
れ
、
羽
幌
町
の
振
興
・
発
展
に
貢
献

　

さ
れ
ま
し
た
。
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�
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�
�
�
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��
�
	


�
�

�

　
　

平
成　

年
か
ら
平
成　

年
を
除
く
毎
年
、
社
会
福

14

23

　

祉
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
羽
幌
町
の
振

　

興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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����������

�������	

��������	
����������

��������	
������������
　　【天売島のオロロン鳥やウトウ等の海鳥及び
   　　　 　　　　　　　　　海鳥と共生する環境保全に関する事業】

��������	
�������������
　　【焼尻島の野鳥や原生林などの自然保護に関する事業】

��������	
������

���������������	�
����
　　【羽幌炭砿などの歴史・文化の保存に関する事業】
　　【その他、まちづくりに資する事業】

��������	
������������
　　【子どもたちの健全な育成に関する事業及び奨学金に関する事業】

��������	
��������������
　　【生活環境の整備及び健康福祉の充実に関する事業】

��������	
�����

�����������	
�������������
　　【その他、まちづくりに資する事業】

では、ふるさと「羽幌」を応援し元気づけてくださるみなさまの想いを募っ
ており、町内外問わず多くの方からあたたかいご支援をいただいております。
　お寄せいただいた寄付につきましては、寄付者の意向に沿った事業に活用し、
よりよい環境や次世代につながる社会基盤の整備を進めております。

�

児童遊園地すべり台

新生児プレゼント用
「愛ランド・サフォーク夢のフトン」
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 　平成25年度に実施した主な事業は上表のとおりとなっています。

このような大きな事業を実施する場合は、借金をすることがあります。

　一般会計の借入額は棒グラフ、償還額は折れ線グラフのとおりです

が、平成25年度の借入は子育て支援事業や社会福祉施設整備事業等が

主なものとなっています。償還額は、減少傾向にありますが、今後に大

きな事業が予定されていることから、総合振興計画や公共施設マネジ

メント計画を取り入れながら町の現状にあった財政運営を目指して

取り組んでいく必要があります。

19 21 22 23 24 25 26 2820

6.8 4.3 5.1 4.4 4.0

9.2 9.3
8.9

8.1
7.7

7.2 7.0 6.9
6.1

4.6

27

6.1

5.0

�������	
��	��������

19年度～25年度は実績。26年度以降は25年度末残高に対する償還額。

�������	
�������

�������	
�������

�������	
�������

※人口・世帯数は平成26年3月末日現在

���������	
（5,812,988千円÷3,755世帯）
昨年度と比べ 33,488円の減

��������
（5,812,988千円÷7,648人）
昨年度と比べ 8,646円の減

�������
（716,026千円÷7,648人）
昨年度と比べ 3,109円の増

��������	
����������

�������	
����

��������	
��



　

平
成　

年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
健
全

25

化
の
指
標
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
指
標
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
現
在
の
羽
幌
町
の
財

政
状
況
を
新
し
い
指
標
に
基
づ
き
お
知
ら

��
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

���������	
��������������	
����

経営健全化基準
羽幌町の指標

公営企業
平成24年度������

20.0％－�水道事業会計

20.0％－�下水道事業特別会計

20.0％－�簡易水道事業特別会計

20.0％－�港湾上屋事業特別会計

������������������������	
���
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�
��
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�
�

じ
っ
し
つ
あ
か
じ
ひ
り
つ

　

一
般
会
計
に
お
け
る
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、財
政
運
営
が
深
刻
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

�
��
�
�
�
�
�
	


�

れ
ん
け
つ
じ
っ
し
つ
あ
か
じ
ひ
り
つ

　

実
質
赤
字
比
率
を
、介
護
保
険
事
業
な

ど
の
特
別
会
計
や
水
道
事
業
な
ど
の
公
営

企
業
会
計
を
含
め
た
全
会
計
に
適
用
し
た

も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

���������
じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い
ひ
ひ
り
つ

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金

（
借
金
返
済
額
）を
合
算
し
て
指
標
化
し
た

も
の
で
す
。こ
の
比
率
が　

％
を
超
え
る

18

と
地
方
債
を
発
行
す
る
際
に
国
の
同
意
で

は
な
く
、許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

　

％
以
上
で
財
政
健
全
化
団
体
に
、　

％

25

35

以
上
で
財
政
再
生
団
体
と
な
り
地
方
債
の

発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
�
�

し
ょ
う
ら
い
ふ
た
ん
ひ
り
つ

　

地
方
債
の
残
高
を
は
じ
め
、一
般
会
計
等

（
普
通
会
計
）が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
を
指
標
化
し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。
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水
道
事
業
や
下
水
道
事

業
な
ど
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
を
料
金
収
入
な

ど
の
事
業
規
模
と
比
較
し

て
指
標
化
し
、
経
営
状
況

の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で

す
。　

%
以
上
で
経
営
健

20

全
化
団
体
と
な
り
、
公
営

企
業
の
経
営
の
健
全
化
を

図
る
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

羽
幌
町
の
公
営
企
業
会
計

は
、い
ず
れ
も
資
金
不
足
を

生
じ
て
い
な
い
た
め�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
� �

�
�
�
�
�

せ
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
を
下
回
っ
て
い

ま
す
が
、羽
幌
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、引
き
続
き
行
財

政
改
革
を
進
め
、財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財政再生基準早期健全化基準
羽幌町の指標

健全化判断比率
平成24年度������

20.0％15.0％－�実質赤字比率

40.0％20.0％－�連結実質赤字比率

35.0％25.0％12.2％�����実質公債費比率

350.0％5.4％�将来負担比率
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健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
な

ど
の
財
政
状
況
に
基
づ
き
、

四
つ
の
項
目
に
つ
い
て
指

標
化
し
、
判
断
す
る
も
の

で
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う

ち
、
一
つ
で
も
早
期
健
全

化
基
準
以
上
で
あ
る
場
合

は
財
政
健
全
化
計
画
を
、

財
政
再
生
基
準
以
上
で
あ

る
場
合
は
財
政
再
生
計
画

を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

平
成　

年
度
決
算
に
基
づ

25

く
羽
幌
町
の
健
全
化
判
断

比
率
は
、��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�	


�

�
�
。
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　決算報告に続いて、今年度

上半期（平成26年4月1日～平

成26年9月30日）の財政状況

をお知らせします。

　これは条例に基づいて毎年

2回定期的に予算の執行状況

をお知らせするもので、町の

財政を知っていただき、町の

施策へのご理解とご協力をお

願いするものです。

　平成26年度の一般会計当

初予算は、61億7,000万円（対

前年度比：5億円、約9％の増）

でスタートしましたが、補正

と平成25年度に予算措置さ

れ、今年度へ繰り越しされた

「繰越明許費」を併せた9月末

現在の予算は、63億5,665万6

千円となっています。

　前年度同時期の61億1,874

万2千円と比較しますと、2億

3,791万4千円、約3.9％の増と

なっております。

　（単位：千円）
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（単位：千円）
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（単位：千円）
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土砂災害が発生した場合に、

住民等の生命又は身体に危害

が生ずるおそれがあると認め

られる区域であり、災害情報

の伝達や円滑な避難誘導等、

警戒避難体制の整備を図る区

域です。

(通称：イエローゾーン)
�������	
�

土砂災害警戒区域のうち、建

築物に損壊が生じ住民等の生

命又は身体に著しい危害が生

ずるおそれがあると認められ

る区域であり、特定の開発行

為に対する許可制、建築物の

構造規制、既存住宅の移転勧

告などの対策を行う区域です。

(通称：レッドゾーン)

����������������������

��������

���

（山腹が崩壊して生じた土石等又は
渓流の土石等が一体となって流下す
る自然現象）
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拡大図

※指定区域にお住まいの方に対しては、別途、個別に周知しています。
※既に指定済の地域を含め、新たに指定された区域の詳細な図面等は、町ホームページ、役場総務課、天売・焼尻支所及び
留萌建設管理部羽幌出張所(北海道)にて確認できます。
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詳しくは、国土交通省又は北海道

のホームページをご覧ください。

�国土交通省

「http://www.mlit.go.jp/river/sabo/

linksinpou.htm」

�北海道

「http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

kn/kss/ssg/index.htm」
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　土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのある区域に対する

危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制、既存住宅の移転促

進等のソフト対策（土木工事によらない対策）を推進しようとするものです。
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国民健康保険制度の改正に伴い、平成27年1月診療分から70歳未満の方の
高額療養費の自己負担限度額が見直されます。見直しの内容は、次のとお
り自己負担限度額が現行の3区分から5区分になります。

自己負担限度額平成27年1月以降区分
（所得）現行区分

　252,600円＋（総医療費－842,000円）×1%
　　（※140,100円）

  ア  901万円超

 A  上位所得者
　167,400円＋（総医療費－558,000円）×1%
　　（※93,000円）

  イ  600万円超
         901万円以下

　80,100円＋（総医療費－267,000円）×1%
　　（※44,400円）

  ウ  210万円超
         600万円以下

 Ｂ  一般

　57,600円（※44,400円）  エ  210万円以下

　35,400円（※24,600円）  オ  住民税非課税 C  低所得者

 （※）高額療養費の支給が過去12月以内に4回以上になったときの4回目からの限度額
　▼ 所得とは、「総所得金額－33万円」のことをいいます。
　▼ 70歳未満で「国民健康保険限度額適用認定証等」をお持ちの方は、有効期限が平成26年
　　12月末となっていますが、平成26年12月中に新たな適用区分のものを送付します。
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減額認定証の適用区分が「区分Ⅱ」の方は、過去1年間のうちで「区分Ⅱ」
の認定を受けていた期間の入院日数の合計が90日を超える場合は、91日目
から長期入院該当となります。長期入院該当になると、入院時の食事代が
更に減額されます。
平成26年8月1日以降、後期高齢者医療に加入された方で、後期高齢者医療保険に加入前の保険
（協会けんぽ、共済組合、組合健保、国保組合、国民健康保険など）で、減額認定証「区分Ⅱ」
が交付されていた方は、加入前の入院日数も合算できるようになりました（合算できる入院の
基準日も8月1日～となります。）。

�お問い合わせ　福祉課国保医療年金係　� 68-7004 (課直通)



わ
た
ら
な
く
な
り
、
酸
素
や
栄
養

分
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
障
害
が

生
じ
る
病
気
で
、
脳
卒
中
死
亡
の

　

％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
脳

60梗
塞
で
も
、
さ
ら
に
３
つ
の
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
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脳
の
血
管
が
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
狭
く
な
り
、
そ
こ
に
血
栓
が
付

着
し
て
血
管
が
詰
ま
る
タ
イ
プ
。

動
脈
硬
化
を
発
症
さ
せ
る
高
血
圧
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
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脳
の
細
い
血
管
が
狭
く
な
り
詰

ま
る
タ
イ
プ
。
日
本
人
に
最
も
多

い
タ
イ
プ
で
、
主
に
高
血
圧
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
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心
臓
に
で
き
た
血
栓
が
脳
に
流

れ
て
き
て
血
管
を
塞
ぐ
タ
イ
プ
。

不
整
脈
が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
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脳
の
血
管
が
詰
ま
る
も
の
の
う

ち　

時
間
以
内
に
症
状
が
消
失
す

24
る
も
の
で
、脳
梗
塞
の
前
触
れ
発
作

卒
中
は
、
例
年
日
本
に
お
け

る
死
因
の
上
位
と
な
っ
て

お
り
、
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
の

３
割
近
く
が
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血

管
疾
患
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
破
れ

た
り
す
る
こ
と
で
、
脳
に
血
液
が

行
き
届
か
な
く
な
り
、
脳
の
神
経

細
胞
が
障
害
さ
れ
る
病
気
で
す
。

脳
卒
中
は
原
因
に
よ
っ
て
、
４
つ

の
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
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脳
の
血
管
が
詰
ま
る
こ
と
で
そ

の
先
の
神
経
細
胞
に
血
液
が
行
き

�

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。数
分
以
内

に
そ
の
症
状
が
完
全
に
消
失
す
る

場
合
が
多
い
で
す
。
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脳
の
中
の
細
い
血
管
が
破
れ
て

出
血
し
、神
経
細
胞
に
障
害
が
生
じ

る
病
気
で
、脳
卒
中
死
亡
の
約　

％
25

を
占
め
ま
す
。高
血
圧
や
加
齢
に

よ
っ
て
血
管
が
弱
く
な
り
、血
管
が

破
れ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

日
中
活
動
し
て
い
る
と
き
に
、頭
痛

や
め
ま
い
、半
身
ま
ひ
、意
識
障
害

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
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脳
を
覆
っ
て
い
る
三
層
の
膜
の

う
ち
、軟
膜
と
く
も
膜
の
間
の
動
脈

瘤
が
破
れ
て
出
血
し
、膜
内
に
あ
ふ

れ
た
血
液
が
脳
全
体
を
圧
迫
す
る

こ
と
で
生
じ
る
病
気
で
、脳
卒
中
死

亡
の　

％
強
を
占
め
ま
す
。突
然
激

10

し
い
頭
痛
、嘔
吐
、け
い
れ
ん
、意
識

消
失
な
ど
重
篤
に
な
る
場
合
が
多

い
で
す
。

　

脳
卒
中
の
前
触
れ
に
は
下
表
の
よ

う
な
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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����※予約をしないでを受診する方は9時30分からの診療となります。����※コンタクトレンズの処方は行っていません。
������ご家族の都合や疲労のため一時的に患者を入院させたい場合、当病院ではレスパイト入院(短期一時入院)を実施して
います。医師や看護師へご相談ください。(期間は最大21日)
��������	
��12月27日(土)～1月4日(日)まで外来診療はお休みとなります。(救急性のある患者のみ対応します。)
����������	
��������

���������	
������������������	
��緊急性のない軽症の方は、平日の診療時間内に受
診するようご協力をお願いします。(症状などで心配なことや、受診を希望される方は、電話でご相談ください。看護師がお受けし、
内容によっては 医師と相談して受診の必要性を判断させていただきます） ��������北海道立羽幌病院　� 62-6060
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い
よ
い
よ
厳
し
い
冬
が
近
づ
い

て
き
ま
す
ね
。高
血
圧
の
方
は
寒

い
と
血
圧
も
上
が
り
ま
す
し
、体

重
が
増
え
て
糖
尿
病
が
悪
化
す
る

方
が
多
く
な
り
ま
す
。心
筋
梗
塞

や
肺
炎
も
冬
に
多
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
し
、病
院
も
入
院
患
者
さ
ん

が
増
え
て
き
ま
す
。時
「々
家
が
寒

い
か
ら
入
院
さ
せ
て
く
れ
」と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、

病
気
で
は
な
い
の
で
難
し

い
で
す
ね
…
。そ
う
言
わ

れ
る
よ
う
に
、入
院
は
患

者
さ
ん
か
ら
す
る
と
よ
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
ば
に

看
護
師
さ
ん
が
い
て
、な

に
か
あ
っ
て
も
お
医
者
さ

ん
が
い
ま
す
し
、ご
飯
は

勝
手
に
出
て
来
て
、建
物
の
中
は

あ
っ
た
か
い
。し
か
し
、そ
の
安
心

で
楽
な
環
境
が
寿
命
を
縮
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　

最
近「
入
院
関
連
機
能
障
害
」と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。入
院
に

よ
っ
て
起
こ
る
身
体
的
な
障
害
の

（
北
海
道
立
羽
幌
病
院　

内
科　

佐
々
尾　

航　

医
師
）

こ
と
で
す
。例
え
ば
、入
院
し
て
い

る
と
自
分
で
動
か
な
い
の
で
、筋

肉
が
衰
え
ま
す
。環
境
が
異
な
る

こ
と
で
、せ
ん
妄
と
呼
ば
れ
る
意

識
が
混
濁
し
た
状
態
に
な
り
、入

院
患
者
の
半
数
に
見
ら
れ
る
と
の

報
告
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。他
に
も
、

肺
炎
な
ど
の
感
染
症
、薬
の
副
作

用
な
ど
様
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。ひ
と
た
び
起
こ
る
と
、結
果
的

に
は
本
人
や
家
族
の
身
体
的
・

経
済
的
負
担
に
な
り
ま
す
。死

亡
の
リ
ス
ク
は
３
倍
、認
知
症

も
３
倍
で
す
。最
良
の
治
療
は

早
期
に
自
宅
の
環
境
に
戻
す

こ
と
で
す
。も
ち
ろ
ん
必
要
性

の
あ
る
入
院
は
継
続
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、私
た
ち

も
医
学
的
な
判
断
に
基
づ
い
て
入

退
院
を
決
め
て
い
ま
す
。多
く
の

方
は「
入
院
し
て
い
れ
ば
安
心
」と

お
感
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
す

か
ら
、「
病
院
は
厳
し
い
」と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、「
厳
し
さ
も

優
し
さ
で
あ
る
」こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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絵本の読み聞かせをしています。
紙芝居や楽しい遊びもありますよ。気軽にご参加ください。

新刊や蔵書は羽幌町ホームページで検索できます。
【開館時間】午前10：00～午後5：00
【休館日】 毎月１回　第４日曜日　　
【電話】� 0164-62-1178(中央公民館内）

�������	

角田　光代　著

�����
中島　京子　著

������
重松　　清　著

�������	
��
桜庭　一樹　著

��������	

真保　裕一　著

���
川上　弘美　著

���������	
����
伊坂幸太郎　著

��������
養老 孟司　著

��������
沼澤茂美/脇屋奈々代　著

�������	
�������
松下 純子　著

����������	
���
福田　幸江　文

�������
新井　洋行　作 

����
 (株)学研教育出版　編著　　

�������	
��
国松　エリカ　作

��������	
�����
ジル・バシュレ　作　

�������	
�

��������	
たしろ　ちさと　作

�����������
サラ・ザール　著

������
いとう　みく　作

�������	
���
藤原　幸一　写真/文

�������	�
������
近藤　隆夫　著

����

����

　悩みと上手に付き合いながら、今を
楽しむ。今を楽しむことで、生きてい
ることを実感する。これが人生で最も
大切なこと。救急医療の現場で命と向
き合ってきた医師が語る、与えられた
人生を、悔いを残さず生き切る秘訣。

　重い肺炎にかかったｼﾞｮｱﾝﾅは、部屋
の窓から見えるつたの葉っぱが全部
散ったら自分も死ぬのだという。それ
を聞いた年寄りの絵描きﾍﾞｱﾓﾝは…。
オー・ヘンリの傑作をいもとようこの
美しい絵で贈る。

�������������� ���������������	����

��������	
ひとは

いもと ようこ 文･絵 / 金の星社　
����

矢作　直樹　著 / ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社

�����������	
���������

1位 おつかいくん(鈴木 のりたけ)

1位 おりがみにんじゃ（つきおか　ゆみこ）

3位 ポポくんのみんなでおすし(ａｃｃｏｔｏｔｏ)

4位 ミッケ！ 4（ウォルター  ウィック）

4位 チャレンジミッケ！（ウォルター  ウィック）

����
��

����
�

掲載希望の3才までのお子さん募集中。
詳しくはお問い合わせください。

総務課広報広聴係
� 0164-62-1211
� s-kouhou@town.haboro.l g.j p

時
に
は
け
ん
か
も
す
る
け
ど
、

仲
良
し
の
二
人
で
す
。

�������くん　  (1才11カ月） 
いっけい

父　清志さん　母　幸恵さん 

�������ちゃん  (4才） 
さや
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先
日
、小
学
校
の
学
芸
会
を
取
材

し
ま
し
た
。こ
こ
何
年
か
学
芸
会
を

見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、ひ

と
り
の
児
童
が「
劇
」と「
楽
器
演

奏
」の
よ
う
に
複
数
の
発
表
を
し
て

い
ま
す
。私
が
小
学
校
の
頃
は
、学

年
の
出
し
物
が
複
数
あ
っ
て
も
自

分
が
出
る
の
は
そ
の
う
ち
の
一
つ

だ
け
で
し
た
。私
も
楽
器
演
奏
の
発

表
を
し
ま
し
た
が
、な
か
な
か
覚
え

ら
れ
ず
半
分
泣
き
な
が
ら
練
習
を

し
た
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、劇
の
台
詞

を
覚
え
、さ
ら
に
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演

奏
を
覚
え
、あ
ん
な
に
見
事
に
発
表

で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
で
す
ね
。

　

練
習
は
う
そ
を
つ
き
ま
せ
ん
。コ

ツ
コ
ツ
練
習
し
て
き
た
そ
の
集
大

成
が
当
日
の
素
晴
ら
し
い
発
表
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
発
表
を
見
て

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。（
Ｋ
）

　

慌
た
だ
し
い
観
光
時
期

を
終
え
、
気
が
つ
け
ば
秋

ど
こ
ろ
か
冬
の
気
配
ま
で

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
１
月
か
ら
焼

尻
島
で
暮
ら
し
始
め
ま
し

た
が
、
凍
て
つ
く
ほ
ど
に

寒
か
っ
た
冬
の
日
々
な
ん

て
、
も
は
や
と
う
の
昔
。

め
用
意
さ
れ
た
行
事
や
仕
事
の

お
手
伝
い
が
主
だ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
今
度
は
「
自
分
か
ら
主
体

的
に
活
動
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
期
」
を
迎
え
た
ん
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

人
口
2
0
0
人
と
少
し
の
焼

尻
で
は
、　

月
で　

歳
を
迎
え

10

28

た
私
で
さ
え
下
か
ら
数
え
て
数

番
目
に
若
い
存
在
。
そ
れ
だ
け

に
、
否
応
無
し
に
最
前
線
に

立
っ
て
い
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
い
で
す

が
、
良
い
刺
激
だ
と
受
け
止
め

て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
な
か
で
も
、

相
変
わ
ら
ず
島
の
方
々
に
は
良

く
し
て
頂
き
、
最
近
は
何
か
に

つ
け
て
秋
の
味
覚
を
頂
戴
し
て

お
り
ま
す
。
大
根
、
栗
、
小
桑
の

実
、
が
ら
め
昆
布
…
な
ど
な
ど
、

美
味
し
い
も
の
が
ど
っ
さ
り
集

ま
る
の
で
、
ま
さ
に
嬉
し
い
悲

鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。（
笑
）

　

秋
を
迎
え
て
飽
き
が
こ
な
い

と
は
こ
れ
い
か
に
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

﹇
焼
尻
地
区
担
当

　
　
　
　
  　

奥
野　

真
人
﹈

雪
の
降
ら
な
い
地
方
出
身
の
私
は
今
か

ら
戦
々
恐
々
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
短
い
秋
を
迎
え
た
今
は
次
年

度
の
企
画
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
考
え
る

毎
日
で
す
。
来
年
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
焼
尻
で
活
動
し
て
い
く
に
し

て
も
、
予
算
、
計
画
等
の
兼
ね
合
い
が
あ

る
た
め
、
今
の
う
ち
か
ら
企
画
を
練
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま

で
は
、
6
月
の「
サ
フ
ォ
ー
ク
ま
つ
り
」や

8
月
の「
天
売
島
婚
活
交
流
会
」な
ど
、
予

�����

���

�������

　がらめ昆布採集にお邪
魔しました。今年は小ぶ
りだそうですが、独特の
粘りと風味は健在！

　当会は平成１１年7月「旨いそばを作り、食
べたい」そんな思いから発足し、現在は17
名の会員により月2回の例会でのそば打ち
を通して会員相互の親睦を深めています。
　毎年老人ホームしあわせ荘でのそば打
ち、町内会の要請により出向そば打ち、そ
ば打ち講習会等行っており、第２金曜日は
出来上がったそばの試食もしております。
一度立ち寄ってみませんか？大歓迎です。

�例会日時　
毎週第2・4金曜日午後3:00から
�場所　中央公民館

☆入会希望者は下記まで☆
　代表 立野　�62-2768
　または公民館 �62-1178へ

�������
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